
まだ夏の暑さがやってくる少し前の6月6日(木)に、校内球技大会が行われました。男女に分かれて競技

開始。女子はビーチバレーボール、輪投げ、ラダーゲッター、ミニボウリング、ドッヂビーといった様々

な競技、それとは対照的に男子はアルティメットという競技を１日をかけて行いました。

どの競技も少しでも得点を挙げようと夢中になり、誰もが大いにゲームを楽しんだ１日となりました。
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アルティメット競技は、決められたフィールド内を7人ずつ

敵、味方に分かれて一枚のフライングディスク（フリスビー）

をパスしながら運び、エンドゾーンを目指す競技。バスケッ

トボールとアメリカンフットボールを合わせた様な競技で、

相手の陣地のエンドゾーン内でパスをキャッチすると得点と

なります。
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サッカー元日本代表の武田修宏さんと安田理大さんが来校され、七尾特別支援学校輪島分校の生徒も参加し、
のぶひろ みちひろ

学年毎に時間を分けて、サッカーボールを使っていろいろなミニゲームをいっしょに楽しみました。
二人とも自分達の技術を披露したり生徒達に混ざっていっしょに体を動かしたりするだけでなく、阪神淡路

大震災で被災した安田さんは夢を持つ事の大切さを、武田さんは仲間の大切さや苦しい時の心の持ち方といっ
た人生に大切な事も教えて下さりました。

最後は学年毎に記
念撮影し、各クラ
スにサイン色紙、
そして学校にはサ
イン入りのミニサ
ッカーボールをい
ただきました。

7月11日に開会を向かえる「第106回全国高等学校野球選手権石川大会」の壮行式が行われました。1月の震災
後はしばらくはまともな練習ができませんでしたが、新入部員を迎えた春の大会で、全国ベスト４の星稜高校を相手に
大善戦。それを励みに練習を積み重ねてきました。
初戦は13日(土)の14時から金沢市民球場で、小松市立高校と対戦します。ぜひ選手達が持てる力を十分発揮で

きるように、多くの応援をお願いいたします。

【主将 前川知貴君 誓いの言葉】
被災した地元に勇気と希望を与えられるようなプレーをしてきます。また、３年間山
下先生の元で学んで身につけてきた技術と人間力も十分に発揮してきますので、ぜひ
応援をよろしくお願いいたします。

7月8日(月) 読書タイム（～12日）
インターンシップ事前指導

9日(火) シェイクアウトいしかわ(AM11:00)
10日(水) こころの授業
14日(日) 石川県警との合同演奏会

(本校体育館にて13:30～)
19日(金) 1学期終業式

今
後
の
予
定

22日(月) 保護者懇談会(～23日)
24日(水) インターンシップ(～25日 12H,21H)
26日(金) 夏季補習(～30日)
27日(土) ３年・全統共通テスト模試(～28日)
29日(月) ２年アントレプレナーシップ研修会
30日(水) 体験入学


